
令和 7 年度 障害者支援施設桑の木園 地域連携推進会議 議事録 

 

日時 令和 8 年 3 月 23 日（ 月） 13： 00～14： 45 

場所 桑の木園 会議室 

出席者 構成員 

5 名 

利用者代表（ １ 名）  

家族代表 （ １ 名）  

地域の方 （ １ 名： 小笹町内会役員）  

福祉に知見を有する 方（ １ 名： 小笹町内会福祉委員）  

地域の関係者（ １ 名： 浜田市社会福祉協議会金城支所）  

事業所職員 

４ 名 

理事⾧ （ １ 名）  

支援課⾧ （ １ 名）  

サービス 管理責任者（ ２ 名）  

 

 

■議題 

１ ： 施設内見学 

     構成員の方に施設内を見学し ていただく 。 その際、利用者代表の方よ り 「 自分の 

部屋を見て欲し い」 と 要望あり 、 部屋ま で案内し ても ら う 。  

２ ： 趣旨説明 

     支援課⾧よ り 、 地域連携会議の趣旨を説明する  

３ ： 理事⾧挨拶 

     理事⾧ よ り 、本日会議に参加いただいたお礼をお伝えする と と も に、法人設立の 

経緯、当時から 変わら ない理念や想い、現在に至る ま での様々な出来事について 

お話いただく 。  

 ４ ： 自己紹介 

     出席者によ る 自己紹介 

 ５ ： 桑の木園状況報告 

     サービス管理責任者よ り 、桑の木園の事業説明を行った後、利用者の日常生活の 

様子や研修や訓練の報告を写真にて紹介する 。ま た、利用者の権利擁護について、 

虐待防止委員会の取り 組みや、 研修を通し ての職員の変化について報告する 。  

 ６ ： 意見交換 

     利用者代表の方から は、 自ら が参加さ れている 神楽について PR があった。  

 ７ ： 閉会 

     利用者代表の方の一本締めで会が閉会と なる  

 



■協議内容・ 意見等 

 ・ 理事⾧よ り 、法人設立から 現在に至る ま での話が聞けて良かった。同じ 地域に暮ら す者 

と し て、 懐かし く 感じ る 部分も あった。  

 

 ・ 初めて建物内を見さ せても ら ったが、 部屋も 広く 、 き れいにさ れている と 思った。 絵も  

  たく さ ん飾ってあり 驚いた。  

 

・ 利用者の方は日中どこ に行っておら れる のか？ 

  →桑の木園内の作業場に通っておら れる 方、 歩いて町内の事業所に通っておら れる 方、 

送迎車に乗って市内に出かけておら れる 方など様々である が、 基本的に日中居住棟 

に戻って来ら れる こ と はなく 、 それぞれの作業場で昼食も 食べている 。  

 

・ 短期入所ご利用の方の利用期間は？ 

 →年間 180 日を限度に、 各市町村決定の範囲内でご利用いただいている 。 多く の方は 

１ 泊 2 日～２ 泊３ 日を毎月定期利用さ れている 。今年度の特徴と し て、ご家族の入院 

によ り １ ヶ 月以上⾧期に渡って利用さ れる 方が 4 名いら っし ゃった。  

 

・ 畳と フロ ーリ ングの部屋の違いは？ 

  →ショ ート 以外の部屋は基本的にフロ ーリ ングである 。生活スタ イ ルの中で、畳の必要 

性がある 方は自己負担で設置し ていただいている 。  

 

 ・ 食堂のテーブルの配置には意味がある のか？ 

  →利用者間の関係性に配慮し ながら 、 職員の見守り が必要な方は職員に近い場所で食 

べていただく 配置と し ている 。コ ロ ナ感染以降は、感染防止対策と し て対面食事が速 

やかに回避でき る よ う な配置と し ている 。  

の関係性にも 配慮を行っている 。 感染対策で 

 

・ 日常生活自立支援事業を利用さ れている 方はいら っし ゃる か？ 

→現時点では１ 名の方が利用さ れている が、 今年中に複数名の方が利用に向けて手続 

き を行う 予定と なっている 。  

 



社会福祉法人いわみ福祉会
障害者支援施設 桑の木園の紹介

日時：令和8年3月23日
場所：桑の木園 会議室

いわみ福祉会の成り立ち(昭和41～62年)

法人の主な動き（関連団体含む）年

浜田地区手をつなぐ親の会結成
昭 和 ４ １ 年

(1966)

県下１万名署名運動の展開
昭 和 ４ ７ 年

(1972)

社会福祉法人 いわみ福祉会設立認可
昭 和 ４ ８ 年

(1973)

知的障害者更生施設『桑の木園』を建設、９月１日より経営開始
昭 和 ４ ９ 年

(1974)

民家借上げによる「民間ホーム」開設
昭 和 ５ ３ 年

(1978)

職員宿舎を建設
有志によるみなし法人を設立し、自立園生の雇用の場「自動車学校食堂」を開設

昭 和 ５ ７ 年

(1982)

福祉ホーム『桑雲寮』を建設
昭 和 ６ ２ 年

(1987)
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親の会結成から、法人設立まで7年か
けている、草の根的な活動、市民権を
得るための署名・募金活動。



全県民にとっての社会資源
であることを明らかにする
ためにも、県下全域から募
金を募りました。
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桑の木園マップ (昭和60年当時)
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いわみ福祉会のロゴマークは
利用者様・職員・応援してくださる方々、お客様との繋がりと共生を表しています。

「ごくごく当たり前の生活を奪うことなく人としての尊厳にふさわしいサービスを」

いわみ福祉会に関わる全ての人がこの法人理念のもと、羽ばたき、
これからより成長していくさまを4つのマークで示しました。

また、全体的にパステルカラーとし｢穏やかな心｣と｢明るく楽しい気分｣を
表現しております。

時代の変化とともに訪れた様々な社会問題を解決するため
少しづつでも、笑顔を増やし、安心して生活できる社会を創りたい。

いわみ福祉会の理念を体現しました。



建て替え前の「桑の木園」
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現在の『障害者支援施設 桑の木園』
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平成26年 3月完成



障害者支援施設 桑の木園
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障害者支援施設とは・・・
障害者自立支援法（2006年）における『日中活動事業』（生活介護、自立訓練等）と『居住支援事業』の中の『施設入所
支援』が組み合わされた施設をさす（障害者総合支援法（2013年一部施行）においても、引き続き規定されている）。

■実施事業
・入所支援事業・・・・・利用者定員32名
・生活介護 ・・・・・利用者定員40名
・短期入所 ・・・・・利用者定員3名
・日中一時

■運営体制
・右表のとおり（パート従業員含む）

うち、2名の特定技能外国人登用（インドネシアより）

人数職名

１名園長

２名サービス管理責任者

２２名生活支援員

１名看護師

１名栄養士

６名調理員

２名事務員

２名その他

3７名合計

施設入所支援事業（R8.3.1現在）
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平均合計６５歳～６０代５０代40代30代20代10代年齢別

43歳１８人０２２９２３０男性

38歳１４人００１４７２０女性

41歳３２人００３１３９５０合計

平均合計区分６区分５区分４区分３区分２区分１区分なし支援区分

5.1１８人６８４００００男性

4.6１４人０９５００００女性

4.9３２人０１７９００００合計

施設に入所する障害者につき、主として夜間において、入浴、排せつ及び食事等の介護、生活等に関する
相談及び助言その他の必要な日常生活上の支援を行なう。



生活介護事業（R8.3.1現在）
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平均合計６５歳～６０代５０代40代30代20代10代年齢別

48歳２８人５３２１１４３０男性

36歳１６人１１３４７００女性

47歳４４人６４５１５１１３０合計

平均合計区分６区分５区分４区分３区分２区分１区分なし支援区分

4.8２８人７１０８３０００男性

4.6１６人０９７００００女性

4.7４４人７１９１５３０００合計

主に昼間、障害者支援施設等で、入浴、排せつ、食事の介護、日常生活上の支援、創作的活動、生産活動
の機会などを提供する。
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■活動内容

・花苗や野菜の生産（アクアス、合銀、学校給食、甚左衛門など）

• EMボカシ（キヌヤ、養鶏場など）
•空き缶リサイクル
•縫製品

・アート作品（絵画、刺し子、織り物）

・音楽活動

・バイタルチェック、プール活動、運動、機能訓練、口腔ケア

生産活動

創作・表現活動

健康管理

社会参加、役割、自己表現、生きがい
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■一日の流れ(平日）

※季節の行事‥納涼祭、クリスマス会、初詣、バイキング、親子活動（年３回）、誕生日会など

※その他‥健康診断（年２回）、歯科検診（年２回）、避難訓練（年２回）、防犯訓練（年１回）
防災研修＆訓練（年2回）、感染症研修＆訓練（年２回）、救命救急講習（年１回） など

6：00 起床～身支度

7：30 朝食

歯磨き支援～清掃

9：00～ 出勤(健康チェック）

9：30～ 作業開始

11：30～ 昼食・休憩

15：00～ 作業終了

入浴（順番に）

16:00～ 入浴・洗濯

17：30～ 夕食

19：30～ お茶タイム

22：00 消灯

■主な年間予定

※黄色い部分は、生活介護事業

短期入所事業（R8.3.1現在）
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平均合計６５歳～６０代５０代40代30代20代10代年齢別

３９歳１１人０１２３２２１男性

４２歳１７人１１２５６２０女性

４１歳２８人１２４８８４１合計

平均合計区分６区分５区分４区分３区分２区分１区分なし支援区分

4.2１１人０４５２０００男性

4.5１７人２７６１１００女性

4.4２８人２１１１１３１００合計

居宅においてその介護を行なう者の疾病その他の理由により、障害者支援施設、児童福祉施設等への短
期間の入所を必要とする障害者等につき、当該施設に短期間の入所をさせて行なわれる、入浴、排せつ及
び食事の介護その他の必要な支援

※下記表は、日中一時支援利用者も含む



掃除
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■暮らしの様子

配膳

盛り付け 片付け

歯磨きチェック 洗濯
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■活動の様子

野菜 EMボカシ

門松作り

空き缶リサイクル

アート活動

機能訓練 プール活動

調理実習

さをり織り
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■作品

■食事

ゆめタウンイベント（リース、フォトフレーム作り体験）

元旦のおせちは、
法人の全事業所が
協力して作ります

ひなまつり弁当 ハロウィンプレート

七夕プレート水無月弁当
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■行事の様子

バイキング

クリスマス会

納涼祭
誕生日外出

節分
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そうめん流し

親子活動

親子BBQ

焼き芋

とんど焼き

親子旅行

スポーツ大会

奉仕作業
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歯科検診

救命救急講習

消防訓練

防犯訓練

防災訓練

感染研修


